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平成 ９年１１月１８日平成１０年３月期 中間決算短信

上場会社名 株式会社ワコール 上場取引所（所属部）東証・大証市場第一部、京証
コード番号 ３５９１
本社所在地 京都市南区吉祥院中島町２９番地
問 合 せ 先 責任者役職名 取締役 経理財務部長

氏 名 末 澤 昭 一 TEL (075)682-1018

中間決算取締役会開催日 平成 ９年１１月１７日 中間配当制度の有無 無

１．９年９月中間期の業績 （平成９年４月１日～平成９年９月３０日）
（１）経営成績 （注）表示金額は百万円未満を切捨てております。

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益
（対前年中間期増減率） （対前年中間期増減率） （対前年中間期増減率）
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

9年9月中間期 ７３，００９（ 1.9 ） ７，３０３（ 2.8 ） ８，３０３（ 0.3 ）
8年9月中間期 ７１，６５５ ７，１０４ ８，２８０
9 年 3 月 期 １３６，５３０ １０，７５８ １２，２６７

中間（当期）利益 １ 株 当 た り 会 計 処 理 基 準
（対前年中間期増減率） 中間（当期）利益
百万円 ％ 円 銭

9年9月中間期 ５，９０６（ 43.1 ） ３８ ３２ 中間財務諸表作成基準
8年9月中間期 ４，１２７ ２６ ７８ 中間財務諸表作成基準
9 年 3 月 期 ６，２４１ ４０ ５０

（注） 10年3月中間期 １５４，１１７ 千株
１．期中平均株式数 9年3月中間期 １５４，１１７ 千株

9 年 3 月 期 １５４，１１７ 千株
２．会計処理の方法の変更 変更はありません。

（２）配当状況

１ 株 当 た り １ 株 当 た り
中 間 配 当 金 年 間 配 当 金
円 銭

9年9月中間期
8年9月中間期

9 年 3 月 期 １３円 ５０銭

（３）財政状態

総 資 産 株 主 資 本 株主資本比率 １ 株 当 た り
株 主 資 本

百万円 百万円 ％ 円 銭
9年9月中間期 １７５，４３７ １３９，６５６ ７９．６ ９０６ １７
8年9月中間期 １６６，２５４ １３３，７９５ ８０．５ ８６８ １５
9 年 3 月 期 １６６，７９０ １３５，９１０ ８１．５ ８８１ ８７

（注） 10年3月中間期 １５４，１１７千株 (額面株式；１単位1,000 株）
１．期末発行済株式数 9年3月中間期 １５４，１１７千株

9 年 3 月 期 １５４，１１７千株
２．有価証券の時価と中間貸借対照表計上額との差額 ３３，８１７百万円
３．中間期末現在のデリバティブ取引の時価と契約額等との差額 百万円

２．１０年３月期の業績予想（平成９年４月１日～平成１０年３月３１日）

売 上 高 経 常 利 益 当 期 利 益 １株当たり年間配当金
期 末

百万円 百万円 百万円 円 銭 円 銭
1 0 年 3 月 期 １３９，０００ １２，３００ ８，６００ １３ ５０

（参考）１株当たり予想当期利益 ５５円 ８０銭
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添付資料

Ⅰ 当中間期及び通期の業績の概況．

（当中間期の業績の概況）

当中間期のわが国経済は、消費税率の引き上げ、特別減税の打ち切り、医療保険な

どの国民負担増が、景気の先行き不透明感と相まって個人消費の不振を招き、景気回

復の兆しが見えない状況で終始いたしました。

婦人ファッション衣料品業界におきましても、個人消費の落ち込みの影響を強く受

け、厳しい経営環境のうちに推移いたしました。

こうした中にありまして、当社は商品力のさらなる向上に努め、インナーウェアを

中心に積極的な事業展開に努めました。商品面では、ワコールブランドの春夏キャン

ペーン商品「スレンダーブラ」、団塊世代へ向けて開発した機能性の高い商品グルー

プ「ラヴィエゼ」が好評を得ました。また、ウイングブランドの春夏商品「Ｔシャツ

ブラ」も好調に推移しました。

この結果、当中間期の売上高は、７３０億９百万円で、前年同期に比し１．９％の

増加となりました。

利益面では、効率経営の徹底を図り、コストダウンの追求と経費の削減に努めまし

た結果、経常利益は８３億３百万円で、前年同期に比し、０．３％の増加、中間利益

は、東京地区事業所の再編成に伴う新宿ビルの売却による特別利益などを計上し、

５９億６百万円で、前年同期に比して４３．１％の増加となりました。

海外事業につきましては、事業展開二十周年を迎えた米国では、３０都市７２百貨

店にて行ったシルエット分析装置「シルエットアナライザー」によるコンサルティン

グ販売のキャンペーンが好評を博し、全米のネットワークテレビで報道されるなど、

競争の激しい米国下着市場の中で着実に評価を高めてまいりました。また、海外生産

基地の整備拡充の一環として、６月にベトナムワコールを設立し、来年よりの操業に

向けて工場建設に着工しました。

（通期の業績の見通し）

今後の経済情勢につきましては、景気の先行きは依然不透明で、予断を許さない厳

しい状況が続くものと思われます。

婦人ファッション衣料品業界におきましても、個人消費の本格的な回復は当面望む

べくもなく、消費者の価格、機能、品質を重視する傾向はますます強まり、企業間の

競合は一層激しくなるものと予測されます。

こうした中にありまして、当社は「愛される商品を作ります」「時代の要求する新

製品を開発します」という経営の基本方針に則り、商品力の強化と販売サービスの向

上に努めるとともに、環境の変化に機敏に対応できる高効率経営の実現に向けて、全

社を挙げて邁進する所存であります。

通期の見通しとしましては、売上高１，３９０億円、新宿ビルと、船場ビル等の遊

休施設の売却による特別利益などを計上し、当期利益８６億円を目標としております。
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Ⅱ－１ 比較貸借対照表．

当 中 間 期 前 中 間 期 前 期
科 目

平成 9年 9月30日現在 平成 8年 9月30日現在 平成 9年 3月31日現在

（資産の部） 百万円 百万円 百万円

流 動 資 産 １０６，８７２ ９６，７８６ ９７，８６４

現 金 及 び 預 金 ３９，５５０ ３０，９４４ ３６，９０３
受 取 手 形 ３，９７５ ４，２３２ ３，３７３
売 掛 金 ２０，２９１ １９，７０４ １８，５７７
有 価 証 券 ２３，０５８ ２２，０９４ １８，１２６
製 品 及 び 商 品 １６，４０９ １６，４０８ １７，４５９
原 材 料 １２８ ２１８ １７３
仕 掛 品 ６３ １３７ ７４
有 償 支 給 材 料 ２，５４１ ２，１７６ ２，２２９
短 期 貸 付 金 ２９６ ４１０ １８８
その他の流動資産 ８６０ ８０４ １，０１４
貸 倒 引 当 金 △ ３０３ △ ３４４ △ ２５６

固 定 資 産 ６８，５６４ ６９，４６８ ６８，９２５

有形固定資産 ４３，０４８ ４２，８８９ ４３，０１４

建 物 １５，６７３ １７，０８６ １６，４６７
構 築 物 ３９３ ４６３ ４３６
機 械 装 置 ２７ ３６ ３２
車 両 運 搬 具 ５１ ３１ ４７
工 具 器 具 備 品 ２，５２０ ２，４３５ ２，４７７
土 地 ２３，４４９ ２２，６６０ ２３，５０２
建 設 仮 勘 定 ９３３ １７６ ５０

無形固定資産 ６８２ ６８５ ６８２

借 地 権 ５８５ ５８５ ５８５
その他無形固定資産 ９６ １００ ９６

投 資 等 ２４，８３４ ２５，８９２ ２５，２２９

投 資 有 価 証 券 １４，３９９ １４，８９３ １４，６７８
子会社株式・出資金 ５，８１３ ５，３５３ ５，３５３
長 期 貸 付 金 １，６２２ １，９０９ １，６６２
施 設 借 用 保 証 金 ２，０４９ ２，４３０ ２，０５１
そ の 他 の 投 資 等 ２，０７１ ２，０８１ ２，０６０
貸 倒 引 当 金 △ １４ △ ２８９ △ １５
投 資 評 価 引 当 金 △ １，１０６ △ ４８６ △ ５６１

資 産 合 計 １７５，４３７ １６６，２５４ １６６，７９０
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当 中 間 期 前 中 間 期 前 期
科 目

平成 9年 9月30日現在 平成 8年 9月30日現在 平成 9年 3月31日現在

（負債の部） 百万円 百万円 百万円

流 動 負 債 ３０，２８７ ２７，５９３ ２５，６６４

支 払 手 形 ５，４９９ ４，８９７ ５，０９１
買 掛 金 ６，３０５ ５，５８４ ５，６７５
１年以内返済長期借入金 ７５ １００ １００
未 払 金 ２，７５７ ２，７１１ ３，２５３
未 払 法 人 税 等 ６，４８９ ５，８２３ ３，６０５
未 払 費 用 １３０ １２０ １４６
賞 与 引 当 金 ４，２６０ ４，２６０ ３，８００
返 品 調 整 引 当 金 ２，０５０ １，８５０ １，７５０
そ の 他 の 流 動 負 債 ２，７１９ ２，２４５ ２，２４１

固 定 負 債 ５，４９４ ４，８６５ ５，２１４

長 期 借 入 金 ７５ ２５
退 職 給 与 引 当 金 ４，８５２ ４，２２１ ４，５４９
そ の 他 の 固 定 負 債 ６４１ ５６９ ６３９

負 債 合 計 ３５，７８１ ３２，４５８ ３０，８７９

（資本の部）

資 本 金 １３，２６０ １３，２６０ １３，２６０

法定準備金 ２８，５８８ ２８，５８８ ２８，５８８

資 本 準 備 金 ２５，２７３ ２５，２７３ ２５，２７３
利 益 準 備 金 ３，３１５ ３，３１５ ３，３１５

剰 余 金 ９７，８０７ ９１，９４７ ９４，０６１

固定資産圧縮積立金 ７６０ ７９２ ７９２
固 定 資 産 圧 縮
特 別 勘 定 積 立 金 ２３
海外投資等損失準備金 １１ ２０ ２０
配 当 平 均 積 立 金 ３，０００ ３，０００ ３，０００
別 途 積 立 金 ８７，３００ ８３，１００ ８３，１００
中間（当期）未処分利益 ６，７１１ ５，０３４ ７，１４８
うち中間（当期）利益 （５，９０６） （４，１２７） （６，２４１）

資 本 合 計 １３９，６５６ １３３，７９５ １３５，９１０

負債及び資本合計 １７５，４３７ １６６，２５４ １６６，７９０
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Ⅱ－２ 比較損益計算書．

当 中 間 期 前 中 間 期 前 期
科 目 自平成９年４月 １日 自平成８年４月 １日 自平成８年４月 １日

至平成９年９月３０日 至平成８年９月３０日 至平成９年３月３１日

（ 経 常 損 益 の 部 ） 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

営業損益の部

営業収益 （７３，００９） 100 （７１，６５５） 100 （１３６，５３０） 100
売 上 高 ７３，００９ ７１，６５５ １３６，５３０

営業費用 （６５，７０５） 90.0 （６４，５５１） 90.1 （１２５，７７２） 92.1
売 上 原 価 ３７，５５８ 51.4 ３６，９６４ 51.6 ７１，５０１ 52.4
販売費及び ２８，１４７ 38.6 ２７，５８６ 38.5 ５４，２７１ 39.7
一般管理費

営業利益 ７，３０３ 10.0 ７，１０４ 9.9 １０，７５８ 7.9

営業外損益の部

営業外収益 （ １，２８２） 1.8 （ １，２３５） 1.7 （ １，８６９） 1.4
受 取 利 息 ２１０ ２０５ ４２１
受 取 配 当 金 ７０９ ６７０ ８６４
その他の営業外収益 ３６２ ３５９ ５８３

営業外費用 （ ２８２） 0.4 （ ５９） 0.1 （ ３６１） 0.3
支 払 利 息 １２ ２０ ３５
その他の営業外費用 ２６９ ３８ ３２５

経常利益 ８，３０３ 11.4 ８，２８０ 11.5 １２，２６７ 9.0

（ 特 別 損 益 の 部 ）

特 別 利 益 ２，７３３ 3.7 １８ 0.0 ３７７ 0.2

特 別 損 失 ９８０ 1.3 ３２２ 0.4 １，４０３ 1.0

税引前中間（当期）利益 １０，０５６ 13.8 ７，９７７ 11.1 １１，２４１ 8.2

法 人 税 及 び 住 民 税 ４，１５０ 5.7 ３，８５０ 5.4 ５，０００ 3.6

中 間 （ 当 期 ） 利 益 ５，９０６ 8.1 ４，１２７ 5.7 ６，２４１ 4.6
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１．貸借対照表の注記
（当中間期） （前中間期） （前 期）

有形固定資産の減価償却累計額 23,328百万円 25,115百万円 23,724百万円
自己株式 0千株 0千株 1千株

0百万円 1百万円 2百万円

２．損益計算書の注記
（当中間期） （前中間期） （前 期）

（１）特別利益の主な内訳

固定資産売却益 2,733百万円 18百万円 59百万円
投資有価証券売却益 318百万円

（２）特別損失の主な内訳

固定資産廃棄損 434百万円 31百万円 1,027百万円
投資評価引当金繰入額 545百万円 291百万円 376百万円

３．リース取引関係の注記

（当中間期） （前中間期） （前 期）
（１）所有権移転外ファイナンスリース

①．取得価額相当額、減価償却累計額相当額及び中間期末残高相当額

（工具器具備品） （工具器具備品） （工具器具備品）

取 得 価 額 相 当 額 623百万円 979百万円 821百万円
減価償却累計額相当額 505百万円 775百万円 683百万円

中間期末残高相当額 117百万円 204百万円 138百万円

②．未経過リース料期末残高相当額

一 年 以 内 133百万円 359百万円 242百万円
一 年 超 115百万円 249百万円 134百万円

合 計 249百万円 608百万円 377百万円

なお、未経過リース料残高に重要性がないため、上記の金額は支払利子込み法により算定して
おります。

③．支払リース料等

支 払 リ ー ス 料 157百万円 233百万円 421百万円
減 価 償 却 費 相 当 額 45百万円 66百万円 132百万円

（２）オペレーティングリース

未経過リース料

一 年 以 内 178百万円 183百万円 189百万円
一 年 超 41百万円 197百万円 130百万円

合 計 219百万円 381百万円 320百万円
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Ⅲ 売上の内容．

当 中 間 期 前 中 間 期 前 期
自平成9年4月 1日 自平成8年4月 1日 自平成8年4月 1日

区 分 至平成9年9月30日 至平成8年9月30日 至平成9年3月31日

対前年
金 額 構成比 同期比 金 額 構成比 金 額 構成比

百万円 % % 百万円 % 百万円 %
イ ファンデ－ション
ン ・ランジェリー 56,770 77.7 101.8 55,747 77.8 104,800 76.7
ナ
｜ ナ イ ト ウ ェ ア 6,212 8.5 103.7 5,993 8.3 11,958 8.8
ウ
ェ リ ト ル イ ン ナ ー 1,508 2.1 101.4 1,488 2.1 2,829 2.1
ア

小 計 64,491 88.3 102.0 63,228 88.2 119,589 87.6

アウターウェア
・スポ－ツウェア 3,426 4.7 101.7 3,369 4.7 5,942 4.3

レ ッ グ ニ ッ ト 1,190 1.6 85.4 1,393 1.9 3,026 2.2

イ ン テ リ ア 1,182 1.6 97.1 1,217 1.7 2,847 2.1

その他の繊維製品
及び関連製品 1,929 2.7 114.2 1,690 2.4 3,374 2.5

飲食・文化・サービス他 789 1.1 104.0 758 1.1 1,750 1.3

合 計 73,009 100.0 101.9 71,655 100.0 136,530 100.0
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Ⅳ 有価証券の時価等．

市場性のある有価証券に係る時価情報

当 中 間 期 前 中 間 期
平成９年９月３０日現在 平成８年９月３０日現在

中 間 中 間
貸借対照表 時 価 評 価 損 益 貸借対照表 時 価 評 価 損 益
計 上 額 計 上 額

(1) 流動資産に 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円
属するもの

株 式 0 0 0 1 1 0

債 券 5,388 5,420 32 3,258 3,330 71

そ の 他 5,804 5,816 12 5,702 5,717 14

小 計 11,193 11,237 44 8,962 9,048 86

(2) 固定資産に
属するもの

株 式 13,196 46,969 33,772 13,598 57,232 43,634

債 券

そ の 他 30 30 0 115 115 0

小 計 13,226 47,000 33,773 13,713 57,348 43,634

合 計 24,419 58,237 33,817 22,676 66,396 43,720

(注)1. 時価（時価相当額を含む）の算出方法

①上 場 有 価 証 券 主として東京証券取引所における最終価格であります。

②店 頭 売 買 有 価 証 券 日本証券業協会が公表する売買価格等であります。

③気 配 等 を 有 す る 有 価 証 券 日本証券業協会が公表する公社債店頭基準気配等で
(上場、店頭売買有価証券を除く) あります。

④非上場の証券投資信託の受益証券 基準価格であります。

⑤上 記 以 外 の 債 券 日本証券業協会が発表する公社債店頭基準気配銘柄の
(時価の算定が困難なものを除く) 利回り、残存償還期間等に基づいて算定した価格であ

ります。

2. 流動資産に属する株式は自己株式であります。
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3. 開示の対象から除いた有価証券の貸借対照表計上額

（流動資産） （当 中 間 期） （前中間期）

内国債のうち残存償還期間１年以内
の非上場債券 4,454 百万円 3,483 百万円

内国債以外の非上場債券 2,400 百万円 5,640 百万円

買現先の債券 百万円 199 百万円

追加型公社債投資信託の受益証券 5,012 百万円 3,808 百万円

（固定資産）

店頭売買株式を除く非上場株式 6,013 百万円 6,022 百万円

クローズド期間内の証券投資信託の
受益証券 10 百万円 10 百万円

Ⅴ デリバティブ取引の契約額等、時価及び評価損益．

当中間期の市場取引以外の取引として為替予約取引（ドル買円売）がありますが、評価損益及び契約額

がいずれも少額であり重要性に乏しいため注記を省略しております。


